
zaア

J
J
:

口5

噴火湾に於ける牒類稚魚及び鯨稚魚に就いて

(第一報) 体長組成之漁獲量 (1952.5) 
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第 1表 小手繰網に依-o主fli魚 の 組成と漁獲割合
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ω
採
集
な
行
ひ
多
数
の
標
本
1
7
得
た
が

之
に
つ
い
て
は
別
に
報
告
し
た
い
〉

漁

獲

量

之
停
の
稚
魚
は
全
て
雑
粕
原
料
相
に
嘗
て
ら
れ
る
の
で
そ
の
雑

魚
の
魚
種
別
組
成
及
び
雑
粕
生
産
量
を
把
拐
す
る
事
に
依
り
、

ほ
r
E
確
に
そ
れ
ら
稚
魚
の
漁
獲
量
を
知
る
哀
が
出
来
る
も
の

判
別
川
淵
数
回
出
E
N
哨

H
3
事
湘
凶
州
勢
附

7
ソ

/

一

嚇

芯

境

対

-

一

引

吠

]
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日
帰
凶
7
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浮
薄
に
1
1
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1
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味

議

一

kur--u三
戸
川
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山
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〉
簿
一
回
日
企
口
・
∞
S
H
E
-
Z凶
二
日
出
品
一

:

義

一

き

一

一

言

一
5・
印
南

4
N
r
c・
0
h
叩

と
考
へ
砂
原
村
に
於
げ
る
そ
れ
を
計
算
し
て
見
介
。
そ
の
結
果

と
し
て
出
た
稚
魚
貫
教
は
第
四
表
で
あ
り
や
0

そ
の
算
出
の
築
襟

左
し
て
一
一
路
雑
粕
の
歩
止
り
を
1

7
、
っ
き
り
生
七
賞
よ
り
粕

一
貫
ゆ
製
蓋
し
得
る
も
の
と
し
、
粕
一
俵
は
二
四
貨
と
し
た
。
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第 5表 館及び繰類稚魚の 2.a月に於ける
胤獲尾数 《単位尾】

l 紙 稚魚 | 俄数稚魚
年度ト一一一 トー一一一←ー

月 1 2 a 4 5 (i 7 S !) 10 11 ]2 
1-2月 1 a月 1 2月 | 日月

紙 幣 魚 話 グ グ グ グ グ グ グ 諸 活話器
エじ 率

þ(態騒!J.認ム ν :l;!斗IQ寵剥キJ r.(l話rr(~石器去二 QP~母

l 時三 110己~.>J.....l.r<'総m 1JR( ~l出 νti塁塁蹴込，s~事3E童話

21 1 1.194.00DI ].u76.0001 2.010.0001 1訓日.Ol川
22 7::4.0001 43払0001 125.0リ01 7;14.uool 
28 1 (;.4リ1.0001::.日05.000;10.61 ]，0001 5.567.り00
24 ! 1.7611.000; 225.000; 2.970.0001 XSO.OO，) 
25 1 48 oooi tj8.00ol 81 ]，0001 1.14.2.0iJOI 
鵠:15.00ヨI1訓 1.0001 590.0001 2.1)<17川 11
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傑 考 館1尾乎内 24g 繰 ]4.25gとした。

第 4表 雑:j'(j生産高より算出せる鑓及び繰類稚魚漁獲高 (fiI位rn

「ぺ盟 l国|叫|苗 l玉1τ-月憾 1繰鰯|繰紙 j蝶鱗|鍛鱗|鍛

1 ー -1 -1 2441 2441 2441 2441 ] 681 16S1 ー
2 一一一 ]:li21 la7:l1 1:-1721 13721 30 日01 -_ 
:1 一 一 -1 21141 21141 19821 19821 50401 311110 ー
4 1 76391 76391 4761 4761 4け;}291128411284308208224277248 
5 1 ti8881 68881 27881 27881 211541 21154! 14421 14421 4日41 4341 1155 
6 1 377301 377301 a2621 32621 29961 29961 7701 7701 -1 -1 7561 504 
7 1 11側 11690附 8附 8 州 側 6792 コ一一一
8 1 1 il538 1 ]35il81 96461 96461 1ti702i 167021 58661 5866 一一 一
9 1 49351 B2901 246961 ]6461 ::28021 2]8741 179971 ]19951 25621 ]0421 -~ -
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要

閣
噴
火
轡
砂
原
に
於
け
る
小
手
紙
漁
制
の
一
回
の
曳
網

ι依

る
刀
吋
1
面
積
は
そ
的
漁
具
及
び
混
用
方
か
ら
況
似
的
に
一

と
縫
算
さ
れ
る
。

聞
こ
の
漁
業
で
二

t
一
一
一
月
に
一
旦
る
聞
の
一
日

ω
操
来
に
依
る

全
漁
獲
制
中
館
権
魚

i

草
量
に
依
る
組
成
比
率
は
二
一

v
d
t

三
一
八
%
子
均
二
五
・
九
%
b
y
-
占
め
繰
詞
は
平
均
一
九
・
五
一

μ

立髭
日

及

41 

雨
上
り
の
清
々
し
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
を
上
火
も
切
な
い

だ
と
亦
皮
の
カ
ハ
ン
デ
一
得
窓
て
コ
に
悦
り
な
が
ら
一
人
の
す
年

が
歩
い
て
い
る
。
と
こ
れ
も
上
衣
ル
士
一
周
な
い
が
刊
は
ま
行
ク
リ

ッ
プ

ω跡
も
な
ま
/
¥
し
い
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
で
何
か
せ
わ
し
い

足
ど
り
で
歩
い
て
い
る
o
二
人
は
Y
村
行
き
の
ハ
ス
の
停
出
世
間
所

ま
で
来
て
ぴ
た
り
止
ま
っ
た
o
一
人
が
何
か
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
頭

の
青
年
に
さ
ふ
や
い
て
い
る
。
十
分
位
も
話
し
合
っ
て
い
た

か
、
二
人
は
や
が
て
荷
物
一
時
預
り
所
か
ら
大
合
な
然
も
相
嘗

所
占
め
て
ゐ
る
ハ
》

ぷ
こ
れ
ら
稚
魚
の
体
一
一
長
は
平
均
鮫
の
一
一
・
八
七
陥
怖
か
ら
必

然
の
七
・
九
一
ご
棋
の
聞
に
あ
り
体
主
は
千
均
鮫
の
一
二
・
七

九
五
瓦
、
様
類
は
一
一
一

4

・
七
七
瓦
で
あ
手
。

間
殺
魚
に
つ
い
て
そ
の
魚
種
別
組
問
及
び
測
定
テ
髄
績
的
に

調
布
一
す
る
事
に
雑
粕
生
産
量

-4n
之
等
稚
魚
の
漁
獲
盆
h
T
捻

算
す
る
事
が
出
来
る
o

員

~1: 

生

S 

重
レ
ら
し
い
荷
物
や
五
箇
匹
見
反
り
叉
停
沼
所
宏
司
い
一
民
つ

f-
来

六
。
、
予
勺
七
・
八
人
の
乗
客
が
パ
ス
や
待
ち
わ
び
て
レ
る
o
宍

い
夫
婦
連
れ
も
討
。
。
何
か
し
円
都
曾
馴
れ
の
し
ん
き
ち
ん
と

し
た
身
な
り
だ
o
二
人
は
人
々
ひ
押
分
け
て
荷
物
を
ど
か
/
¥

と
泣
き
出
し
た
o
夫
婦
は
い
か
に
も
い
や
ら
し
い
し
一
一
一
日
っ
た
顔

付
一
げ
で
』
一
人
を
じ
ろ
/
¥
見
つ
め
て
い
る
ο

然
し
何
く
わ
仇
似
顔

で
ポ
ケ
ッ
ム
か
ら
ピ
ー
ス
を
一
本
取
り
出
し
て
ぷ
か
ノ
¥
や
り

出
し
た
o
は
会
出
す
苛
レ
煙
は
朝
方
の
地
町
を
た
そ
寝
む
り
え




